
ー

中

世

文

献

に

あ

ら

わ

れ

た

|

琉

方

球

仁ゴ

の

ま

え

カt

き

中
世
文
献
に
あ
ら
われ
た
琉
球
方
言
の
動
詞
は 、
中
世
及
び
中
世
以
降の

国
語
の
動
詞
と 、
多
く
の
共
通
点
が
あ
り 、
更
に 、
現
代
琉
球
方
言
の
動
詞

に
み
られ
る
特
殊
な形
態
上
の
問
題
点
を
も
庇
胎
し
て
い
る
と
い
え
る。
ま

ず 、
重
な
特
徴
を
あ
げる
と 、

四
段
活
用
と
下一
段
活
用
が
優
勢
で
ある。

変
格
動
詞
と
し
て 、
ラ変・
カ変・
サ
変
が
ある。

連
体形
の
機
能
が
広
がっ
て 、
終
止形
を
統
合し
つ
つ
ある。

二
段
活
用
は 、
すべ
て一
段
化し
て
い
る。

「
連用
形
十
八
お
りV」
の
複
合形
式
が 、
現
在
進
行
を
あ
ら
わ
す 。

「
連用
形
+
〈
や
りV」
の
複
合形
式
が 、
現
在
完
了
を
あ
ら
わ
す 。

「
未
然形
+
〈
ぱ
V」
と
「
巳
然形
+
〈
ば
V」
の
条
件
法
が
ある。

四
段
動
詞
の
連
用形
に 、
音
便
現
象
が
み
られ
る。

1 2 3 4 5 6 7 8 

一 、
時
代
及
び
資
料
に
つ
い
て
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動

詞

外

守

主Eコ

同ji 
戸l

[
時
代]

オ
モ
ロ
八
歌
謡V
が
諮
われ
た
上
限の
十二
世
紀
頃か
ら 、
下
限の
十
七

世
紀
ま
で
を
対
象
と
し
て
考
え
る。註1
国
語
史
で
い
う
中
世註2
111

十一

世
紀
末か
ら
十
七
世
紀
初
ーーに

準
ずる。

門
資
料]

1
お
も
ろ
さ
うし

全
廿
二
巻

第一
回
編
集
〈
巻一
V

||一 、
五
三
二
年

第二
回
編
集
八
巻二
V

11一 、
六一
三
年

第三
回
編
集
八
巻
三
以
下
巻
廿
こ
ま
で
V
---一 、

六
二
三
年

2
金
石
文

八
た
ま
お
ど
ん
の
ひ
の
も
ん
V
か
ら
八
本
党
山
碑
文
V
に
至る、
十
の

仮
名
書
碑
文 。

て
五
O一
年
か
ら 、
て
六
二
四
年
に
至る
百
余
年
間の
資
料。

[
資
料
価
値〕

-
人
お
も
ろ
さ
う
し
V
は 、
琉
球
最
古
の
歌
謡
集
で 、
言
語
資
料
と
し

て
も 、
最
も
古
く 、

最
も
豊
富
な
資
料
で
ある。
琉
球
各
地
方の
オ
モ



ロ
の
集
積
で
ある
か
ら 、
こ
と
ば
の
地
方
性
も
豊
か
で
あ
り
そう
だ

が 、-
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い 。
神
歌が
多
い
せ
い
か 、
或
は
王
府
で
編

集し
た
せ
い
か 、
口
語
的
要
素
も
思っ
た
よ
り
少
な
い 。
即
ち
文
語
的

で
あ
る。

全
廿
二
巻
中 、
歌
数一 、
一
四
四
首 、
註3

語
奨
数
約五 、
0
0
0

語 、
動
詞
の
数
約四
八
O
語
で
ある。

動
詞
の
数
は一
見
多
い
よ
う
だ
が 、
活
用
形
の
豊
富
な
の
は 、
ラ行

変
格
動
詞
の
〈
有
り
V
四
段
動
詞
〈
鳴
響む
V
の
他 、
数
語
例に
す
ぎ

ず 、
他
の
多
く
の
動
詞
は 、
数活
用
形、
もし
く
は一
活
用
形
し
か 、

姿
を
み
せ
な
い。

資
料
とし
て 、
精々
不
足
な
感
じ
が
す
る
が 、
今
日
得
ら
れ
る
最
良

の
資
料
で
あ
る。

2
〈
碑
文
V
は 、
公
示
文
で
ある
せ
い
か 、
文
語
意
識
が
か
な
り
強
く

出
て
い
る
よ
う
に
思う。

動
詞
の
数
は一
O
O
語
足
ら
ずの
僅
数
で
ある。
そ
れ
も 、
活
用
形

の
多
い
の
は 、
前
出の
八
有
り
V
だ
け
で 、
他
の
動
詞
の
多
く
は 、
一

活
用
形
し
か 、
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い 。

資
料
とし
て
は
不
足
で
ある
が 、
〈
お
も
ろ
さう
し
V
に
並
行
し
て

と
り
あ
げ
ら
れ
る
言
語
資
料
で
ある。

琉球方言の動詞

ニ 、
活
用
の
種
類

資
料
に
あ
ら
わ
れ
る
動
詞
の
活
用
は 、

四
段
活
用
H

語
例
が
最
も
多い 。

(資料1・2〉

下一
段
活
用
H

四
段
活
用
に
次い
で
多い 。

上
一
段
活
用
H
八
見
る
V
他一
語
例 。

カ
行
変
格
活
用
H
〈
来
る
V一
語
例 。

ス

サ
行
変
格
活
用
H
八
為
る
V
及
び
復
合
動
詞
数
語
例。

ラ行
変
格
活
用
H
八
有
り
V
〈
居
り
V
ニ
語
例 。

〈資料1・
ろ

の
よ
う
に
六
種
類
で
ある。
し
か
し、
上一
段
活
用
は 、
僅か
二一訪問
例に
す

ぎ
ず 、
そ
れ
も
ラ行
変
格
化(
後
述)
へ
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
の
で 、

中
世
に
お
ける
琉
球
方
言の
動
詞活
用
は 、

四
段
活
用

下
一
段
活
用

カ
行
変
格活
用

サ
行
変
格
活
用

ラ行
変
格
活
用

の
五
種
類
が 、
有
力
で
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る。

以
下 、
動
詞
の
活
用
と 、
そ
の
特
徴に
つ
い
て 、
組
捕す
る。

1
四
段
活
用

資
料
中 、
語
例
が
最
も
多
い 。
ま
ず 、
活
用
形
の
豊
富
なマ
行
四
段
動

詞 、
と
よ
む
〈
鳴
響
む
V
の
例
を
出し
て
み
よ
う。

お
れ
て
と
よ
ま
〈
降
り
て 、
鳴
響
もう
V
H

六
の
四
二註4
H

未
然

形せ
ち
と
よ
み
〈
セ
ヂ
(
霊
力〉
が 、
鳴
響み
V
H一

の一
七
H

連用

形か
み
し
も
と
よ
む
〈
上
下に 、
鳴
響む
V
H

八
の
七O
H

終
止形

と
よ
む
せ
た
か
こ
八
鳴
響む、
セ
デ
高き
人V
H一

の一
H

連
体形

〈資料1・2〉

(資料1・
2〉

〈資料1・2)

(資料1・2〉
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し
よ
と
よ
め
〈
王
こ
そ 、
鳴
響
め
V
H一

の

あ
ん
じ
お
そ
い

H
己然
形

う
ち
ゃ

り
ゃ

り
と
よ
め
〈
討
ち
造

り
て、

三
の一
O
U

命
令
形

か
ぐ
ら
ぎや
め
と
よ
で八
天
上
ま
で
も 、
鳴
響
ん
で
V
H一

の
六

H
音
便
形

八
ま・
み・
む・
む・
め・
め・
(
み)
V
と 、
国
語
の
マ
行
四
段
動
詞

.
と
ま
っ
た
く
同
じ
活
用
を
し
て
い
る。
マ
行
だ
け
で
な
く、
他
の
カ・
ガ

-
チ・
タ・
ハ
・

パ
-Fフ

の
各
行に
も 、
国
語
と
同
じ
よ
う
な
活
用
が
み

ら
れ
る。

(
討っ
て)
鳴
響
め
V
H

註

O
印
は
資
料
の
中
に
用
例
の
な
い
も
の
。

(
〉

印
は
省
略
さ
れ
て
表
記
さ
れ
な
い
も
の
。

ノ、 ノ、 の活タ サ ガ カ
ワ ワ 行用

乞 ，恩 打 直 潜 聞
例
語

ふ主 ふ てコ す く' く
ヲ然F わ わ た 。 ヵ: 台、

一

J
量

Z 

ひ う ひ ち し 。 き

。 。 。 。 。 。

者。 ふ 。 す 。 。

ゑ 。 て 。 。 け 然巴
一一一一一I皇F 。 010 せ O け
一一一一一( (

ひ
(っ (し 〈、ぎー ノ O う

....._， I '-" I '-" 

遊ぶ

。

び

ぷ

ハ:

dベミ
一

(

び
)

ノ

7 

り

れ

。

Elz 
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み

む

む

め

ま

め

。

ら

ラ

る

右
表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に 、
活
用
形
の
豊
富
な
の
は 、
八
と
よ

む
V
他 、
数
例
に
す
ぎ
ず 、
他
の
用
例
は
不
完
全
で
あ
る
が 、
同
種
の
活

用
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

ハ
行
四
段
は 、
ハ
行立日
の
変
遷
に
よ
る
仮
名
遣
い
の
混
乱
か
ら、
ワ
行

に
も
活
用
し
て
い
る。
即
ち、
ハ
・

ワ
行
動
調
の
混
乱
が
お
き
て
い
る。

(
活
用
表
〈
思
ふ
v 、
〈
乞
ふ
V
参
照)

現
代
琉
球
方
言
の
ハ
行
四
段
動
詞
は 、
-フ

行
四
段
化
し
て
い
て、
特
異

な
形
を
み
せ
て
い
る
が 、
資
料
で
は 、
ハ
・

ワ
行
の
混
乱
だ
け
で、
ラ
行

四
段
化
の
き
ざ
し
は 、
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い。
し
か
し、
すべ
て
の
動
詞

に
複
合
す
る
〈
居

り
V
の
当
時
の
活
力
か
ら
す
れ
ば「
恩
ひ
+八
居

り
V」

の
複
合
に
よ
る
ラ
行
変
格
化
が
考
え
ら
れ、
更
に 、
後
述
す
る
終
止
形
と

連
体
形
の
統
合
に
よ
る
ラ
行
四
段
化へ
の
変
遷
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き

る。四
段
動
詞
の
中
で
は 、
現
代
琉
球
方
言
と
同
じ
よ
う
に 、
ラ
行
が 、
優

勢
で
あ
る。

2

下一
段
活
用

四
段
活
用
に
次
い
で、
語
例
が
多
い。

中
世
国
語
で、
二
段
に
活
用
し
て
い
る
動
詞
が 、

た
と
ふ
〈
醤
ふ
V
↓

た
と
へ
る
H

五
の
四
六

に
す
〈
似
す
V
↓

に
せ
る
H

二
の一
九



琉球方言の動詞

等
の
よ
う
に 、

す
べ
て
一

段
に
活
用
し
て
い
る
。

こ
の
現
象
は 、

後
述
す

る
よ
う
に

、

二
段
活
用
の
一

段
化
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。

活
用
は 、

や
ま
と
い
く
さ

ょ
せ
ら
や
八
大
和
勢
が 、

寄
せ
た
な
ら
ば
V
H

二
O

の
三
四
H

未
然
形

世
が
は
ら

ょ
せ
八
玉
を 、

寄
せ
V
H

八
の
四
七
H

連
用
形

せ
い
く
さ

ょ
せ
る
ま
じ
八
軍
勢
を 、

寄
せ
る
ま
い
V
H

一

二
の
七
O

H
終
止
形

し
ま

ょ
せ
る

つ
づ
み
八
島
を
寄
せ
る
(
治
め
る
)

鼓
V
H

一

九
の

一

五
H

連
体
形

中
ぐ
す
く

ょ
せ
れ
〈
中
城
を 、

寄
せ
よ
(
治
め
よ
)

V
H

二
の
一

三

日
命
令
形

〈
(
せ
ら)
・

せ
・

せ
る
・

せ
る
・

0
・

せ
れ
V
と 、

未
然
形
を
除
い

て
、

国
語
の
す
行
下
一

段
と
同
じ
活
用
を
し
て
い
る
。

サ
行
の
他 、

カ
・

ガ
・

タ
・

ダ
・

ハ
・

パ
・
マ
・

ラ 、

の
各
行
に

、

下
一

段
的
活
用
の
片
鱗

を
み
せ
て
い
る
。

未
然
形
の
〈
せ
ら
V
は 、

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
象
で
あ
る
。

前
例
の
他 、

ま
さ
り
と
み

お
し
う
け
ら
ば
〈
マ
サ
リ
ト
ミ

(
船
名)

を 、

押
し
浮

け
た
な
ら
ば
V
H

十
三
の
三

の
よ
う
に

、

他
の
下
一

段
動
詞
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
現
象
は 、

「
連
用
形
十
〈
居
り
V
」
の
複
合
形
式
が 、

当
時 、

旺
盛
な
活
力
を
も
っ
て

い
た
こ
と
か
ら 、
「
寄
せ
+
〈
居
り
V
」
「
浮
け
+
〈
居
り
V
」

の
複
合
に

よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る 。
註
5

も
う
一

つ
考
え
ら
れ
る

理
由
は 、

活
力
最
も
旺
盛
な
四
段
動
詞
へ
の
類
推
で 、

そ
の
影
響
が
未
然

形
に
あ
ら
わ
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば 、

中
世
以
後 、

未
然
形
だ
け
で
な
く 、

他
の
活
用
形
に
ま
で 、

影
響
を
及
ぼ

し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
と
が
想
像
さ
れ 、

ラ
変
化 、

も
し
く
は 、

四
段

化
へ
の
き
ざ
し
だ
と
考
え
て
よ
い
と
思
う 。

3

上
一

段
活
用

八
見
る
V
八
着
る
V
二
諮
例 。

但
し
〈
着
る
V
は 、

連
用
形
し
か
用
例

が
な
い

。

し
ま

み
ら
ば
八
島
を 、

見
た
な
ら
ば
V
H

十
三
の
一

五
五
H

未
然
形

み
た
れ
ば

か
な
し
ゃ
八
見
る
と 、

美
し
い
(
立
派
で
あ
る)

V
H

十

四
の
五
六
H

連
用
形

ス
グ

み
る
す
が

ま
さ
り
〈
見
る
人
が 、

勝
れ
V
H

二
O
の
三
O
H

連
体
形

っ
か

、

さ
や

み
れ
ば
〈
柄
と
鞘
を 、

見
る
と
V
H

八
の
一

六
日
巳
然

形あ
れ
よ 、

み
れ
よ
〈
ア
レ
、

見
ろ
V
H

十
三
の
一

O
六
H

命
令
形

〈
(
み
ら)
・

み
・

0
・

み
る
・

み
れ
・

み
れ
V
と 、

未
然
形
が
不
規
則

で
あ
る
ほ
か 、

国
語
の
上
一

段
活
用
と
同
じ
で
あ
る
。

未
然
形
の
〈
み
ら
Y
も 、

下
一

段
活
用
の
前
例
の
よ
う
に 、

特
殊
な
語

法
現
象 、

即
ち 、

ラ
変
化
も
し
く
は 、

四
段
化
へ
の
き
ざ
し
だ
と 、

考
え

ら
れ
る
。

〈
見
る
V
の
他 、

国
語
の
上
一

段
動
詞
〈
射
る
V
も 、

〈
射
り
お
と
ち

へ
V
H

十
四
の
六
三
と 、

ラ
行
変
格
的
活
用
を
み
せ
て
い
る
。

4

カ
行
変
格
活
用

，

〈
来
る
V
一
一
語
例
で
あ
る
。

お
も
て

き
う
せ
て

こ
う
は
八
思
っ
て 、

考
え
て 、

来
た
な
ら
ば
V
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H
二
の
六
日

未
然形

こ
ちヘ
ト

よ
る
〈
漕い
で 、
来
居る
V
H一

O
の
三
五
H

連用
形

し
よ
り
か
ち
く
れ
ば
〈
首
里へ 、
来る
と
V
H

五
の
五
五
H
巴
然形

お
ちへ
ひ

らJ

〈
押
し
て(
吹い
て) 、
来
い
V
l

十
三
の
五
六
H

命令

形終
止形、
連
体形
を
欠く
が 、
八
こ
う
・

き・
G・
O-
く
れ・
こ

う
V
と 、
カ
行
三
段
に
ま
た
が
る
不
規
則
な活
用
を
し
て
い
る。

5
サ
行変
格
動
詞

〈
ゲる
V
及
び 、
複
合
サ
変
動
詞 、
数
語
例
が
あら
われ
て
い
る。

お
も
ろ
十

ぱ
〈
オ
モ
ロ
を 、
諮っ
た
なら
ば
V
六
の
三
六
H

未
然形

い
そ
い
レ

て
は
り
や
せ
〈
競
争
し
て 、
走ら
せ
ろ
V
H

十
三
の一
四

o
u

連用
形

ゅ
は
い
事 、
十

九汀

ば
〈
祝い
事
を 、
す
る
と
V
H

五
の
四
二
H
己
然形

終
止形、
命
令形
を
欠く
が 、
〈
せ・
し・
0・
す
る・
す
れ・
o
v

と 、
国
語
の
サ
行
変
格
動
詞
と
同
じく、
サ
行
三
段
に
ま
た
が
る
不
規
則

な活
用
を
し
て
い
る。
ま
た 、
国
語
史
上 、
中
世
初
頃か
ら
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
なっ
た
複
合サ
変
動
詞
も 、

み
も
の
す
る
八
見
物す
る
V
H

二
の一
八

お
さ
ん
す
る
〈
高
所
か
ら
見下
ろ
す
v
n一一二
の一
九六

等
の
よ
う
に 、
数
語
例
あら
われ
て
い
る。

6
-ブ行
変
格
活
用

八
有
り
v 、
八
居り
V
の
二
語
例 。

ハ
有
りV
は 、
オ
モ
ロ
及
び 、
金
石
文
に
も 、
完
全
な
用
例
が
み
え 、

そ
の
活
力
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る。

八
居り
V
は 、
単
独
の
用
例は(
は
な
れ
お
る
あ
ん
は
〈
離
れ
島に

居
る
私
は
V
H

十一
の一
六)
と一
例
し
か
な
い
が 、
他
の
動
詞
に
複
合

し
た
用
例は 、
実
に
輩出門田
町
ある。
あら
ゆ
る
動
詞
の
連
用形
に
複
合
し

て 、
現
在
進行
形
の
機
能
を
は
た
し
て
い
る。

〈
有
り
V

し
ら
れ
事
あ
ふJ

ば
〈
申
し
あ
げ
る
こ
と
が 、
ある
なら
ば
V
H

五
の

六
三
H

未
然形

お
も
か
し
ゃ
ど
あ
かノ

よ
る
〈
珍ら
し
い
こ
と
で
ある
V
H

九の
三
三

H
連用
形

ホ
コ

ほ
こ
る
て
て
げ
に
あり
〈
げ
に 、
歓る(
喜ぶ)
と
と
が
ある
V
H

一
の
四
OH
終
止形

せ
い
あ
る
く
にき
よ
ら
〈
セ
ジ(
霊
力)
の
あ
る
クニ
キヨ
ラ

(
神
女
名)
V
H

十
六
の
三
OH
連
体形

か
に
あれ
ば
〈
こ
の
よ
う
で
ある
か
ら
V
H

入
の
五一
H
巴
然形

き
も
ち
よ
く
だ
に
あれ
〈
げ
に 、
心
強く
あれ
V一
の
三
三
H

命
令形

〈
底り
V

〈
居り
V
は
〈
よ
り
V
と
表
記
され
て
い
る
が 、
m

v
p
の
音
韻変
化

に
よ
る
仮
名
表
記
で
ある。

や
ほ
う
ひ
ちへ
ま
ち
よ
ら
〈
帆
を
準
備
し
て 、
待っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
V
H

廿-
の
五
八
H

未
然形

た
ち
よ
り、
ゐ
より、
ま
ち
より
〈
立っ
て
居り、
座し
て
居り、
待

っ
て
居
る
V
l

十一
の
九H
連用
形

は
り
より
て
て
し
ら
れ
れ
〈
走っ
て
い
る
と
いっ
て 、
申
し
あ
げ
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ろ
V
H

十
三
の
五
三
H

終
止形

お
う
ね
ど 、
ま
ち
よ
る
八
お
船
ぞ 、
待
ち
居る
(
係
結
び)
V
H

九
の

三
五
H

連
体形

ま
は
へ
か
ぜ
ふ
き
よ
れ
ば
〈
真
南
風
が 、
吹
い
て
い
る
か
ら
V
十
三

の
二
O
五
H
巴
然形

あ
ん
ま
ち
よ
れ
八
私
を 、
待
ち
な
さ
い
V
H

十
三
の
七
二H
命令
形

〈
ら・
り・
り・
る・
れ・
れ
V
と 、
国
語
の
ラ行
変
格
活
用
と 、
ま

っ
た
く
同
じ活
用
をし
て
い
る。

後
述す
る
よ
う
な 、
連
体形
と
終
止形
の
区
別
が
失
な
われ
つ
つ
あ
る

語
法
現
象
の
中
に
あっ
て 、
〈
有
り
V
と
八
居り
V
が 、
そ
の
原形
を
持

し
て
い
る
こ
と
は 、
当
時の
活
力
を
う
か
が
わし
め
る
に
十
分
で
ある。

ナ
行
変
格
動
詞
は 、
用
例
が
な
い
の
で 、
不
明
で
あ
る。

以
上、
述べ
て
き
た
各活
用
の
穫
類
及
び
活
用
形
を
図
示す
る
と 、
次の

註

O
印
は
資
料
に
用
例
の
な
い
活
用
形

琉球方言の動詞

フ サ カ 上 下 四行 行

語活
用

行
格
変 段

格
変 段 段 活活 活 活 活
用 用 用 用 用
有 為 来 着

寄 鳴響' ト 呈伊五j せり る る る る む
ら せ

、、一， み せ まう ら ら

り し き み せ み

せり 。 。 。 る む

をる す 。 み せ むる る る

ま
l

れ す く み 。 めれ れ れ
一�I-I $れ 。 L、 み
れさ め

形
令

つ れ

よ
う
に
な
る。三、

連
体
形
と
終
止
形
の
関
係

資
料
で
は 、
文
を
結
ぶ
の
に 、
連
体形
で
結
ぶ
か 、
係
結
法に
よ
る
連
体

形、
巴
然形
で
結
ぶ
の
が
普
通
で 、
終
止形
で
結
ぶ
の
は
稀
で
ある。
こ
の

こ
と
は
強
調
的
な
結
び 、
或
は
余
情
的
な
結
び
に 、
雅
語
意
識
が
働ら
い
た

為、
係
結
法
の
活
力
が 、
旺
盛
に
なっ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う。
い
き
お

い 、
連
体形
の
機
能
が
広
がり
終
止形
の
座
を
も
侵し
て
い
く
と
と
は 、
国

語
の
変
遷
と
ま
っ
た
く
同
じ
で 、
興
味
深い 。
こ
の
現
象
が 、
琉
球
方
言の

ほ
う
に
早く
あら
われ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は 、
琉
球
方一言
に
お
ける
係
結

法
の
活
力
が 、
中
央
より
も
さ
か
ん
で
あっ
た
こ
と
を
物
語る
も
の
で
ある。

資
料
中 、
終
止
形
の
あら
われ
て
い
る
の
は 、
-フ
変
動
調の
八有
り
V

〈
居り
v 、
四
段
動
詞
の
八
鳴
響む
V
他 、
数
例に
す
ぎ
ず 、
他の
大
多
数

の
動
詞
に
終
止形
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら、
中
世
琉
球
方
言
に
於て
は 、

連
体形
と
終
止形
の
区
別
が
な
い。
ま
た
は 、
区
別
が
失
な
われ
つ
つ
ある

と
い
う
こ
と
が
で
き
る。

英
国の
言
語
学
者
チェ
シ
パ
レ
ン
は 、
現
代
琉
球
方
言
に
於て 、
動
詞
の

連
体形
と
終
止形
の
区
別
の
ある
こ
と
か
ら、
《
ナ行
変
格
動
詞
原
型
論》

を 、
と
な
え
た
が 、
中
世
琉
球
方
言
に
お
ける
連
体形
と
終
止形
の
関
係
及

び
八有
り
V
〈
居り
V
の
活
力
を
み
れ
ば 、
現
代
の
それ
が 、
中
世
以
降の

形
態
上
の
変
遷
に
よ
る
も
の
で 、
より
新し
い
形
で
ある
と
と
が
わ
か
る
と

思う。琉
球
方
言の
駒
詞
の
終
止形
につ
い
て 、
『「
連用
形」
に
「
居り」
の
復

合し
た
も
の
で
あ
ろ
う』
と
考
え
られ
た
服
部四
郎
博
士
の
説
は 、
註6
資
料
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に
よっ
て
も 、
裏づ
けら
れ
る
の
で
あ
る。

四
、

ニ
段
活
用
の
一

段
化

国
語
史
で
は 、
中
世
を
通
じ
て
ま
だ
二
段、
一
段
の
両活
用
が
働ら
い
て

お
り 、
一
段
活
用
が
有
力
に
なっ
た
の
は 、
江
戸
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

る。
し
か
し 、
琉
球
方
言
で
は 、
中
世
《
所
謂
オ
モ
ロ 、
金
石
文
時
代
》
既

に 、
一
段
化
し
て
い
て
二
段
活
用
は一
例
も
な
い 。

国
語
に
お
ける
こ
段
動
詞 、
揚
ぐ 、
寄
す
等
が
八
あ
げ
る
H

十
三
の一

一
O
v 、
八
ょ
せ
る
H

十
二
の
七
O
V
と
活
用
し
て
い
て 、
国
語
よ
り
も 、

先
に一
段
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。

琉
球
方
言
に
お
ける
こ
の
よ
う
な一
段
化
現
象
は
中
世
の
大き
な
特
徴で

あ
り 、
前
述
し
た
係
給
法
に
対
す
る
雅
語
意
識
が 、
連
体形
と
終
止形
を
統

合
し 、
一
段
化
を
促
進
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る。

五
、
「
連
用
形
+
〈
居
り
V
」

の
複
合
形
式

「
連
用形
+
〈
居
りV」
の
複
合形
式は 、
現
在
の
動
作
の
進
行
を
あら

わ
し 、
八::
し
つ
つ
あ
る
V
と
い
う
意
味
を
もっ
現
在
進
行形
で
あ
る。

現
代
琉
球
方
言
の
動
詞
の
終
止
形、
書
く
〈
E
こロ由V 、
読む
〈]ロ・

自己也V
が 、
書き
+
居
り
八甲内
包ロ+
宅己目)V 、
読み
+
居
り
〈
吉gH+
毛戸内)，v

で
ある
こ
と
を 、
論
断
され
た
の
は 、
服
部四
郎
博
士
で
ある
が 、
資
料
で

は 、
八
走
り
居る
V
H

十
三
の
二・
〈
照
り
居る
V
H

三
の
五・
〈
吹き
居

る
V
H

八
の
二
九 、
等 、
多
く
の
原形
を
う
か
が
う
と
と
が
で
き
る。
し
か

し
、

こ

れ

ら
の

「

連

用

形
十

八

居

り
V
」

形

式
は
、

意

味

上
、

八
・
・
:・

し
つ

つ
あ
る
V
と
い
う
現
在
進
行
を
あら
わ
す
も
の
で
あっ
て 、
今
日
の
終
止形

と
同一
の
も
の
で
は
な
い 。

は
り
よ
り
て
て
し
ら
れ
れ
八
走っ
て
い
る
(
走
りつ
つ
ある)
と

いっ
て 、
申
し
あ
げ
る
V
十
三
の
五
三

けお 、
ふ
さ
よ
る
か
ぜ
や
八
今旬 、
吹
い
て
い
る

る)
風
は
V
H

八
の
二
九
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(
吹き
つ
つ
あ

『:・:
そ
の
複
合
し
た
当
時は 、
恐ら
く 、

進
行
態
を
意
味
し
た
も
の
で

あ
る
う』設?
と
の
服
部
博
士
の
推
論は 、
こ
こ
で
も
裏づ
けら
れ
る
わ
け
で

あ
る。資

料
時
代
の
終
止形
(
も
し
く
は
連
体形)
と 、
現
在
進
行形
は 、

て
る
〈
照る
V

H
五
の一

て
り
よ
る
八
照っ
て
い
る
V
H

三
の
五

の
よ
う
に 、
それ
ぞれ
そ
の
機
能
を
異
に
し
て
い
る
の
で
ある
か
ら、
現
代

方
言
の
特
殊
な
終
止形
は 、
中
世
以
後 、
形
態
的 、
意
味
的変
遷
を
し
た
も

の
と 、
考
え
な
く
て
は
なら
な
い。

六、

「
連
用
形
+
八
や
り
V
」

の
複
合
形
式

「
連用
形
+
八
や
りV」
の
複
合は 、
現
在の
動
作
の
完
了
を
あら
わ
し

八:・:
し
て
V
と
い
う
意
味
を
もっ
現
在
完
了形
で
あるo

か
わ
は
ん
た
お
り
ゃ
り
〈
崖
に 、
降
り
て
V
l

十一
の一
六

か
な
か
ふ
と
き
や
り
〈
金
兜
を
着
けて
V
H

廿一
の
五
三

か
め
ひ
や
く
と
り
や
り
八
亀
を 、
百
も
捕っ
て
V
H

十一
の
九
五

等 、
多
く
の
用
例
を
あ
げる
こ
と
が
でき
る。
こ
の
複
合形
式
は 、
現
代
方

言
で
も 、
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七、
祭
件
法

に
い
し、
ふ
き
よ
ら
ば
〈
北
風
が
吹
い
た
な
ら
ば
V
H

十
四
の
七
O
H

仮
定
条
件

ま
は
へ
か
ぜ
ふ
き
よ
れ
ば八
真
南
風
が、
吹
い
て
い
る
か
ら
V
H

十

三
の
二
O
五
H

確
定
条
件

例
文
の
よ
う
に、
動
詞
の
未
然
形
に、
助
詞
〈
ば
V
を
添
え
て
条
件
を
仮

定
し、
巳
然
形
に
助
詞
〈
ば
V
を
添
え
て
条
件
の
確
定
を
あ
ら
わ
す
法
則
が

・

あ
る 。
こ
れ
は 、
中
世
国
語
の
条
件
法
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
るo

条
件
が、
仮
定
か、
確
定
か、
判
別
の
つ
か
な
い
用
例
も
あ
る
が、
多
く

は、
例
文
の
よ
う
な
条
件
法
則
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る。

八、
音

便

琉球方言の動詞

四
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
に
音
便
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る。
音
便
の
中
で
は

促
音
便
が
最
も
さ
か
ん
で、
援
音
便
こ
れ
に
次
ぎ、
イ
音
便、
ワ
音
便
の
例

は
少
な
い。

-

促
音
便

促
音
便
は、
タ
・

ハ
・

ラ
行
の
連
用
形
に
あ
ら
わ
れ
る 。
促
音
記
号

(
後
世
の
〈ツ
V
八
チ
V
等)
は、
表
記
し
な
い
の
が
普
通
だ
が、
タ
行

に
だ
け
特
例
が
あ
る 。

タ
行
の
促
音
便

も
ち
ち
へ
〈
持
ち
て
V
H

ニ
の
二
八

う
ち
ち
へ
〈
打
ち
て
V
H

二
の
十一

ハ
行
の
促
音
便

そ
ろ
て
八
揃
ひ
て
V
H一

の
三
七

か
よ
て
〈
遇
ひ
て
V
H

三
の
二一

ラ
行
の
促
音
便

ま
ぶ
て
〈{寸

り
て
V
H

五
の
二
O

い
の
て
〈
祈

り
て
V
H一

の
三
四

2

擁立国
便

援
音
便
は、
7・
パ
行
の
連
用
形
に
あ
ら
わ
れ
る 。
促
音
便
と
同
じ
く

記
号
〈ン
V
を
表
記
し
な
い。

マ
行
の
綴立回
便

お
が
で
〈
拝
み
て
V
H

五
の
四
二

・

つ

で
〈
積
み
て
V
H

五
の
七
七

パ
行
の
嬢
音
便

な
ら
で
〈
並
び
て
V
H

四
の
五
四

ゑ
ら
で
〈
選
び
て
V
H一

の
四一

3

イ
音
便

イ
音
便
は、
ヵ・
ラ
行
の
連
用
形
に
あ
ら
わ
れ
る。

カ
行
の
イ
音
便
(
接
頭
辞
的
用
法)

つ
い
の
け
八
突
き
退
け
V
H

三
の一
O

つ
い
き
し
よ
わ
ち
へ
八
突
き
挿
し
給
い
て
VH

や
ら
さ
も

り
く
す
く
の
碑
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4 

よ
い
た
う
ちへ
八
寄り
倒
し
て
V
H

三
の
六

ワ
音
便

ワ
音
便
は 、
ハ
行の
連
用形
に
あら
われ
る。

ζ
う
て
〈
乞
ひ
て
v
u一

O
の
三一

ま
う
て
〈
舞
ひ
て
V
H

廿一
の
五
二

あ

カt

き

と

以
上
を
要
約す
る
と 、

中
世
琉
球
方
言
の
動
詞
は 、
五
種
の
活
用
形
式
が
有
力
で
ある
が 、
二
段

活
用
が一
段
化
し 、
更
に 、
一
段
活
用
が
四
段
化
傾
向
を
み
せ
る
等 、
現
代

琉
球
方
言に
み
ら
れ
る
四
段
的活
用
に
推
移す
る
様
相
を
もっ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る。

ま
た 、
連
体形
と
終
止形
の
区
別
を
もっ
現
代
琉
球
方
言
も 、
それ
が
そ

の
ま
ま
古
い
形
を
示す
も
の
で
は
な
く 、
中
世
以
後 、
〈
居り
V
の
複
合
に

よ
る
形
態
的変
遷
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
ある
と
考
えら
れ
る。

そ
の
他の
条
件
法 、
音
便
現
象
等
を
み
て
も 、
-中
世
琉
球
方
言
の
動
詞
の

特
徴は 、
中
世
及
び
中
世
以
降の
国
語
動
詞
と
の
共
通
性に
ある
と 、
み
な

けれ
ば
な
る
ま
い。

さ
い
ど
に 、
資
料
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
仲
原
普
忠
先
生
に
厚
く

感
謝
す
る 。

[
註
1〕

仲
原
善
忠
著
「
お
も
ろ
新
釈」
の
解
説
(
八
頁)
に
よ
る 。
オ
モ
ロ
の
編

集
さ
れ
た
の
は 、
十
六
世
紀
だ
が 、
個々
のオ
モ
ロ
は 、
そ
の
内
容 、
形

式
か
ら 、
十
二
世
紀
頃
か
ら
謡
わ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

〔
註2]

国
語
学
会一編
「
国
語
の
歴
史」
中 、
八
中
世
V
の
項 、
浜
田
敦
氏
の
時
代

区
分
に
よ
る 。

[
註
3]

註ー
に
お
な
じ
(
七
頁) 。
オ
モ
ロ
の
総
歌
数
は 、
て
五
五
三
首
で
あ
る

が 、
重
複
歌
を
除
く
と 、
て
一
四
四
首
に
な
る 。

[
註
4〕

伊
波
普
飲
校
訂
「
お
も
ろ
さ
う
し」
の
番
号
に
よ
る 。
以
下
の
番
号
も
お

な
じ 。「
お
も
ろ
さ
う
し」
の
原
本
に
は 、
番
号
は
な
い。

[
註
5]

奥
里
将
建
氏
も 、
そ
の
よ
5
に
考
え
て
お
ら
れ
る 。
同
氏
著
「
院
政
貴
族

語
と
文
化
の
南
展」
(
ニ
O
O
頁)

・

[
註
6]

服
部
四
郎
著
「
日
本
語
の
系
統」
中 、

則
V
(
三

四
六

頁)

〔
註
7]

註
6
に
お
な
じ 。
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